
　１月８日、新春恒例の筑西市消防団の出初式を開催し、消防団員 640
人が、行進などを通じて士気や防災意識の高揚を図り、住民の生命と財
産を守る決意を新たに団結を誓いました。
　式典は、市役所前駐車場で実施。野

の ざ わ

澤信
のぶあき

明団長の訓示後、永年勤続の
団員などの表彰が行われました。
　放水試験で中舘の勤行緑地に 44台の消防車が勢ぞろいし、冬の青空に
向けて一斉に放水すると、詰めかけた観客から歓声があがりました。
　表彰されたみなさんを紹介します。（敬称略）

筑西市消防団出初式

消
防
庁
長
官
表
彰

�
永
年
勤
続
功
労
章　

 

　
水
越
政
男
（
富
士
見
町
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

�
精
績
章　

　
阿
部
幸
直
（
岡
芹
）

�
勤
続
章　

　
細
谷
忠
勝
（
門
井
）
仙
波
善
典
（
門
井
）

茨
城
県
知
事
定
例
表
彰

�
永
年
勤
続
功
労
章
（
30
年
以
上
）

　

�

栗
原
浩
（
桑
山
）
青
柳
稔
（
小
林
）

　
浅
見
哲
也（
田
中
町
）須
永
昇（
海
老
ヶ
島
）

�
永
年
勤
続
功
労
章
（
20
年
以
上
）

　
平
澤
洋
一
（
稲
荷
町
）
髙
橋
克
洋
（
小
林
）

　
�

飯
泉
宏
章（
小
林
）吉
江
正
紀（
海
老
ヶ
島
）

野
手
満（
海
老
ヶ
島
）武
井
茂
治（
海
老
ヶ
島
）

　
松
田
啓
行
（
築
地
）
佐
藤
孝
一
（
鷺
島
）

　
古
宇
田
将
人
（
成
井
）
飯
泉
匡
司
（
新
治
）

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

�
優
良
分
団　

　
第
10
分
団　
第
11
分
団

�
永
年
勤
続
功
労
章　

　

�

栗
原
浩
（
桑
山
）
青
柳
稔
（
小
林
）

　
浅
見
哲
也（
田
中
町
）須
永
昇（
海
老
ヶ
島
）

�
功
労
章　

　

�

野
沢
祐
一
（
岡
芹
）
石
橋
忠
（
桑
山
）

　
廣
沢
祐
弥
（
奥
田
）
藤
田
擴
人
（
門
井
）

　
大
畑
雅
弘
（
西
保
末
）
岩
渕
健
一
（
蓮
沼
）

　
平
澤
洋
一（
稲
荷
町
）吉
江
正
紀（
海
老
ヶ
島
）

　
下
条
寿
（
下
星
谷
）
篠
崎
信
一
（
森
添
島
）

　
平
石
和
之
（
大
町
）
髙
橋
正
之
（
折
本
）

　
初
澤
英
記
（
木
戸
）
比
企
吉
典
（
中
上
野
）

　
小
山
孝
男
（
下
平
塚
）
増
渕
雅
之
（
成
田
）

　
松
田
啓
行
（
築
地
）

�
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
表
彰

　
浅
見
文
江
（
田
中
町
）

筑
西
市
長
表
彰

�
永
年
勤
続
団
員
（
10
年
勤
続
）　

　
石
塚
明
淨
直（
田
中
町
）金
田
誠（
み
ど
り
町
一
丁
目
）

　
青
木
彰
（
栄
町
）
大
山
智
也
（
直
井
）　

　
市
村
哲
也
（
稲
野
辺
）
柴
直
樹
（
国
府
田
）

　
渡
邉
哲
彰
（
蒔
田
）
大
木
智
裕
（
奥
田
）

　
上
野
拓
也
（
奥
田
）
鈴
木
正
法
（
樋
口
）

　
中
西
聖
太
（
樋
口
）
和
田
健
一
（
五
所
宮
）

　
鬼
沢
成
義
（
笹
塚
）
菊
池
幸
雄
（
布
川
）

　
小
波
正
樹
（
布
川
）
佐
藤
学
（
玉
戸
）

　
神
郡
崇
（
野
殿
）
瀧
田
晃
一
（
下
野
殿
）

　
青
木
和
人（
嘉
家
佐
和
）櫻
井
芳
則（
榎
生
一
丁
目
）

　
長
須
茂
雄
（
徳
持
）
篠
崎
貞
夫
（
深
見
）

　
大
畑
雅
弘（
西
保
末
）坪
松
靖
浩（
海
老
ヶ
島
）

　
古
宇
田
雅
人
（
成
井
）
鈴
木
克
美
（
松
原
）

　
平
間
秀
光
（
桑
山
）
栁
田
和
彦
（
桑
山
）

　
上
野
和
義
（
谷
永
島
）
岩
渕
健
一
（
蓮
沼
）

　
岩
渕
文
典
（
蓮
沼
）
小
竹
淳
一
（
三
郷
）

　
岩
渕
等
（
蓮
沼
）
藤
澤
悦
史
（
小
栗
）　

　
落
合
久
（
小
栗
）

消
防
長
表
彰

�
優
良
分
団　

　
第
10
分
団　
第
11
分
団

消
防
団
長
表
彰

�
優
良
団
員　

　

�

小
川
武
則（
末
広
町
）荒
井
久
嘉（
二
木
成
）

　
豊
澤
敏
博
（
菅
谷
）
初
沢
敏
雄
（
西
町
）

　
直
井
忠
（
本
城
町
）
飯
泉
登
（
川
澄
）

　
大
山
晶
弘
（
川
澄
）
早
瀬
泰
俊
（
羽
方
）

　
早
瀬
宙
（
落
合
）
平
石
芳
則
（
樋
口
）

　
小
島
正
大
（
泉
）
田
代
康
夫
（
上
平
塚
）

　
大
橋
勤
也
（
笹
塚
）
山
中
芳
則
（
布
川
）

　
菊
池
英
雄
（
布
川
）
佐
藤
学
（
玉
戸
）　

　
瀧
田
晃
一
（
下
野
殿
）
渡
辺
靖
（
女
方
）

　
大
島
弘
之（
西
榎
生
）蛯
澤
靖
浩（
下
中
山
）

　
篠
崎
貞
夫
（
深
見
）
小
島
弘
之
（
関
本
上
）

　
塚
田
健
二
（
関
本
下
）
廣
瀬
直
人
（
江
）

　
石
川
範
明
（
関
舘
）
野
尻
政
博
（
犬
塚
）

　
福
島
照
幸
（
辻
）
中
山
康
範
（
稲
荷
）　

　
野
手
満
（
海
老
ヶ
島
）
小
林
正
（
中
上
野
）

　
日
向
和
久（
築
地
）中
山
和
典（
下
川
中
子
）

　
大
吉
恵
（
吉
田
）
鈴
木
公
司
（
宮
後
）　

　
栁
田
和
彦
（
桑
山
）
戸
頃
光
毅
（
知
行
）

　
下
条
優
（
下
星
谷
）
谷
島
真
史
（
三
郷
）

　
海
老
澤
文
則（
門
井
）谷
島
裕
平（
井
出
蛯
沢
）

　
遠
藤
哲
夫
（
小
栗
）
国
府
田
雅
行
（
蓬
田
）

　
飯
島
昌
輝
（
小
栗
）
小
貫
ひ
ろ
み
（
井
上
）

（
敬
称
略
）

■活動 火災予防や広報活動、地域の防災行動力を高めるために初期消火訓練・救助な
どの住民指導、地域行事での警戒、災害時消防隊と連携した消火活動、現場での広報・
警戒活動　■ 待遇 年間一定の報酬額を支給。災害や訓練に出動した場合に手当を支給。
５年以上勤務し退団した場合は、退職報償金を支給。活動中に負傷した場合は補償制
度有り。活動に必要な制服などを貸与。功労・功績によって表彰有り。■資格 市内在住・
在勤・在学の 18 歳以上で健康な人　■応募 お近くの消防分団又は防災安全課まで

■活動 高齢者世帯の防火診断・指導、応急手当普通救命講習会の開催、広報車による市内一円の防災広報活動、
防火防災啓発活動　■待遇 年額報酬・退職報償金・出動手当支給。活動中に負傷した場合は補償制度有り。
活動に必要な制服などを貸与。■資格 市内在住・在勤の 18 歳以上 45 歳未満で健康な人（女性）※大学
生可　■応募 防災安全課まで　■募集人員 若干名　■応募締切 ２月 28 日（火）まで

消防団員募集
あなたも地域のチカラになりませんか

申問防災安全課
☎︎２４−２１３２

女性団員
募集中

安心安全への誓いを新たに
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行 政 ニ ュ ー ス

　

１
月
11
日
、
市
と
筑
西
市
自
治
会

連
合
会
下
館
支
部
（
山や

ま
な
か中

保た
も
つ

支
部

長
）、
下
館
商
工
会
議
所
（
関せ

き

正ま
さ
お夫

会
頭
）
は
、「
下
館
地
区
旧
市
内
の

下
館
及
び
通
称
町
名
に
関
す
る
覚

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

３
者
は
今
後
、「
下
館
地
区
旧
市

内
の
下
館
及
び
通
称
町
名
の
取
扱
い

に
係
る
市
の
対
応
方
針
」
に
基
づ
き

委
員
会
を
組
織
し
、
市
広
報
紙
で
の

通
称
町
名
掲
載
の
推
進
（
市
）
や
、

新
聞
の
お
悔
や
み
欄
へ
の
通
称
町
名

の
記
載
促
進
（
報
道
機
関
）、
通
称

町
名
を
記
載
し
た
郵
便
物
の
取
扱
い

の
推
進
（
Ｊ
Ｐ
）、
電
話
帳
へ
の
通

称
町
名
記
載
の
促
進
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
な

ど
、
通
称
町
名
な
ど
の
有
効
活
用
に

努
め
ま
す
。

　

市
は
、
平
成
28
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
く
じ
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
助
成
事
業

を
活
用
し
、
協
和
の
杜
体
育
館
に
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ゴ
ー
ル
１
組
を
購

入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
独
立
行
政
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
が
、
豊

か
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
推
進
を

図
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
に
対
し

て
助
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

下
館
地
区
旧
市
内
の
下
館
及
び

通
称
町
名
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）

助
成
事
業
で
備
品
を
整
備

▲左から：山中支部長、須藤市長、下館
商工会議所新井常議員

▲購入したバスケットゴール

ふ
る
さ
と

Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ス
タ

　

市
で
は
、
都
市
と
の
交
流
を

促
進
し
、
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ

や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
東

京
都
台
東
区
と
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

12
月
17
日
・
18
日
、
筑
西
市

の
豊
か
な
自
然
や
農
業
・
観
光
・

文
化
の
魅
力
を
台
東
区
の
み
な

さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
花
川

戸
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
る

さ
と
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ス
タ
」
に
出
店

し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
全
国
か
ら

19
の
自
治
体
が
参
加
し
、
特
産

品
の
販
売
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

筑
西
市
は
、
い
ち
ご
、
き
ゅ

う
り
、
レ
タ
ス
な
ど
の
農
産
物

の
販
売
や
、桐
下
駄
の
販
売
、観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
で

市
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、

櫻
塚
お
は
や
し
保
存
会
（
坂さ

か
い
り入

孝た
か
の
り則

会
長
）
の
み
な
さ
ん
が
地

域
伝
統
の
お
囃は

や
し子

を
披ひ

ろ
う露

し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

に
出
店

全
国
19
自
治
体
に
よ
る
地
元
Ｐ
Ｒ
の
祭
典

in
台東

※
焼
却
禁
止
の
例
外
も
あ
り
ま
す

が
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
悪
臭
や
煙
な
ど

で
近
隣
住
民
か
ら
苦
情
が
く
る
よ
う

な
場
合
は
、
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
風
向
き
な
ど
を
考
え
、
民
家
な

ど
に
煙
が
い
か
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
や
炎
が
上

が
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
消
防
署

へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
環
境
・
保
安
課

野
焼
き
・
不
法
投
棄
１
１
０
番

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０

－

５
３
６

－

３
８
０

環
境
課
（
代
表
）
☎
24

－

２
１
１
１      

※
休
日
、
夜
間
で
緊
急
の
場
合

筑
西
警
察
署　
　

☎
24

－

０
１
１
０

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
、
煙

く
て
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
苦
情
が
市
役

所
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
や

事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を
、
構
造

基
準
を
満
た
さ
な
い
家
庭
用
焼
却
炉
、
ド

ラ
ム
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
作
っ
た
囲
い
、

地
面
を
掘
っ
た
穴
な
ど
で
野
外
焼
却
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
は
法
律
で
原
則
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
行
為
は
、
近
隣
住
民
に
迷
惑
を

か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
の
健
康
や
生

活
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
ほ
か
、

火
災
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
家
庭
の
ご
み

は
分
別
を
し
て
集
積
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
違
法
な
焼
却
行
為
に
対
し
て
は
、
５

年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
又
は
こ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

（
法
人
に
対
し
て
は
、
３
億
円
以
下
の
加
重
罰
）

野
焼
き
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

▲ステージ発表の様子

▲農産物を販売する石井副市長
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ス
ピ
カ
１
階

入
場
無
料
★

現
庁
舎
備
え
付
け
の
証
明
書
自
動
交
付
機
は

３
月
31
日
（
金
）
で
廃
止
と
な
り
ま
す

市
役
所
本
庁
舎
機
能
が

ス
ピ
カ
ビ
ル
へ
移
転
し
ま
す

印
鑑
登
録
を
し
た｢

筑
西

市
民
カ
ー
ド
」
又
は
「
し

も
だ
て
市
民
カ
ー
ド
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
市
役
所
窓
口
で

の
印
鑑
登
録
証
明
書
の

申
請
の
際
に
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
ま

ま
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ス
ピ
カ
新
庁
舎
は
、
１
月
30
日
（
月
）
か
ら
３
階
・
４
階
及
び
２

階
の
一
部
で
業
務
を
開
始
し
、
２
月
13
日
（
月
）
か
ら
は
１
階
・
２

階
で
も
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
新
庁
舎
へ
の
移
転
に
あ
わ
せ
て
、
来

庁
先
や
電
話
番
号
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

各
課
の
配
置
や
電
話
番
号
な
ど
詳
細
は
、
本
紙
と
と
も
に
配
布
し

た
新
庁
舎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
業
務
は
、
２
月
９
日
（
木
）
ま
で
現
庁

舎
で
行
い
ま
す
。
２
月
12
日（
日
）の
休
日
窓
口
業
務
は
休
止
し
ま
す
。

ご注意！

今
後
、
休
日
に
証
明
書
の
取
得
を
希
望
す
る
人
は
お
早
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
カ
ー
ド
の
申
請
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
】
◆
市
民
課　
　
☎
24

－

２
１
０
１

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）
☎
０
１
２
０

－

95

－

０
１
７
８

（
平
日　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
８
時
／
土
日
・
祝
日　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

【
問
い
合
わ
せ
】
契
約
管
財
課　
　
　
　
　
　
　
　
☎
24

−

２
１
８
５

２月 16 日（木）午前 10 時〜

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
た

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

筑西市民カードしもだて市民カード

【
対
象
】
筑
西
市
に
お
住
ま
い
の
人

【
必
要
な
も
の
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
利
用
者
証
明
用
の
電
子
証
明
書
搭
載
の
も
の
）

【
取
得
で
き
る
証
明
書
】

・
住
民
票
の
写
し
（
住
民
票
コ
ー
ド
は
入
り
ま
せ
ん
）

・
印
鑑
登
録
証
明
書　

・
課
税
（
非
課
税
）
所
得
証
明
書

【
発
行
手
数
料
】
１
通
２
０
０
円

【
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
】
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

【
対
象
コ
ン
ビ
ニ
】
セ
ブ
ン

−

イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、

サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
セ
イ

コ
ー
マ
ー
ト
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
（
対
応
店
舗
の
み
） マイナンバーカード

ちっくんひろば
ＯＰＥＮ！

　「ちっくんひろば」は、大型滑り
台・大型ボールプール・ボルダリン
グ・お絵かきボード・ロディ・ちっ
くんバルーンなどがあり、子どもた
ちが楽しめる屋内の遊び場です。ま
た、オムツ交換台や授乳スペースを
設けるなど保護者とお子さんが安
心して遊べる施設です。「親子の遊
び場・ふれあいの場」としてぜひ遊
びにいらしてください。

《入場口》
スピカ１階ちっくんひろば入口

《利用時間》
午前９時～午後４時　

《休館日》
12 月 29 日～１月３日（原則）
※保護者が、必ずお子さんと一緒
にご利用ください。

市民栄誉賞受賞者のおっこさんこと
渡辺良子さんが、足の指でタイプラ
イターを操り描いた作品を展示！

《日時》
２月 13 日（月）〜 19 日（日）
午前９時〜午後６時（最終日は
午後３時まで）

《場所》
スピカビル地下１階多目的ス
ペース

※入場無料

問こども課　 　 ☎２４−２１０４
問ギャラリー「おっこの室」を支える会
　☎２２−５５００

本庁舎開庁記念
おっこの

タイプアート作品展

友好都市「岡山県高梁市」の備中松山城
2016 年７月
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下館中・杉山咲衣さんが
県知事賞を受賞！

　第 60 回茨城県発明工夫展（県、
県教育委員会、県発明協会主催）で、
下館中学校１年の杉

すぎやま
山咲

さ え
衣さんが

「肩から落ちない安全タスキ」を発
明し、児童・生徒の部特賞の県知事
賞を受賞しました。
　杉山さんは、「受賞できてうれし
いです。これからも、日常生活の中
で人の役に立つ工夫がないか考えて
いきたいです」と話してくれました。
　市内からは、他に下館小学校２年
の坂

さかいり
入悠

ゆ う と
翔さんが、県中小企業振興

公社理事長賞を受賞しました。

新春の風物詩「だるま市」を開催〜大町通り
　１月９日、大町通りで、新年の
伝統行事である「だるま市」（大
町通り商店会主催）が行われまし
た。午前中はあいにくの雨でした
が、大町通りは、高崎だるまや武
州だるまなどの縁起物を買い求め
る大勢の人でにぎわいました。

　また、羽黒坂をかけ登り、最初
に羽黒神社境内へ辿り着いた人を、
今年の一番福とするイベント「招
福舘男舘女」（同実行委員会主催）
も開催され、約 250 人の参加者が
一番福を目指し競い合いました。

交通安全新鮮な気持ち
（餅）とゆず（柚）り合い

　12 月１日、筑西地区交通安全
協会下館支部（市

いちつか
塚不

ふ じ お
二夫支部長）

と下館飲食店組合交通安全協力会
（酒

さ か い
井 敏

さとし
会長）、交通安全母の会下

館支部（高
たかやま

山伸
の ぶ よ

代支部長）が、現本
庁入り口などで交通安全キャンペー
ンを実施。市民に餅を配り、交通安
全を呼びかけました。また同８日に
は、交通安全協会明野支部（廣

ひ ろ せ
瀬

進
すすむ

支部長）と交通安全母の会明野
支部（武

た け い
井みね子支部長）が、明野

中学校東交差点でドライバーに柚を
配り、安全運転を呼びかけました。

追悼と家族や地域との絆
きずな

をキャンドルに込めて

　12 月 23 日、協和総合庁舎エン
トランス前広場で、筑西市ネット
ワーカー協議会（関

せ き ね
根静

し ず こ
子会長）主

催の「第３回キャンドルナイト筑西」
が行われました。東日本大震災の犠
牲者への追悼と家族や地域の絆を次
の世代へ紡いでいくことを目的に、
約 150 人の参加者がキャンドルに
火を灯し、祈りを捧げました。

まちのわだいまちのわだい

　12 月 17 日・18 日、関東鉄道（株）
が ｢関鉄ビール列車｣ を運行しまし
た。満員の列車は常総線守谷駅を出
発し、車内で弁当やビールを楽しみ
ながら下館駅へ。下館駅では、筑西
きむちや和菓子、ベーコンなどが販
売され、筑西ふるさと大使の植

う え き
木

定
さ だ お

男さん（筑西の寅さん）が市をＰ
Ｒしてもてなしました。

下館駅でおもてなし
〜関鉄ビール列車

▶
中
学
生
男
子
の
部

一
番
福
の
谷た

に
い井

海か
い
と翔

さ
ん

♥
結婚相談室 チャペル 担当：遠藤

    ☎ 0280-30-7070

■シニアの老若男女（退職後を機に）
■子供がいながら自宅で可能
■美容室等の副業として
■人脈が多く世話好きな方
■低資本・低リスク

結婚相談室

仲人さん募集
こんな方に

おすすめ

独
開 業

立

平日限定特別プライス

サロン・シエル
平日 10:00 〜 20:00　土・日 10:00 〜 17:00［水曜日定休］筑西市一本松 142-12【予約制】

2015 年
全国エステティック
フォトコンテスト

エンダモロジー部門

優秀賞
受賞店 検　索サロン シエル初回 4,320 円（税込）

スペシャルタイム
フェイシャル

12:00 〜 16:00
ご来店の方

¥3,000 〜¥6,000 円（税別）

9


